
本日の講義

我
が
国
初・日
本
を
代
表
す
る
女
子
総
合
大
学

日
本
女
子
大
学
は
「
日
本
で
最
初
の
日
本
を
代
表

す
る
女
子
大
学
」
と
い
う
意
を
込
め
て
名
付
け
ら

れ
、1
9
0
1（
明
治
34
）年
に
創
立
。
家
政
学
部
・

文
学
部
・
人
間
社
会
学
部
・
理
学
部
か
ら
な
る
女

子
の
総
合
大
学
で
す
。
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
は
女
性

の
社
会
進
出
が
難
し
い
時
代
に
、
女
性
が
主
体
性

を
も
っ
て
「
自
ら
考
え
・
学
び
、
行
動
」
し
、
さ

ら
に
は
生
涯
か
け
て
学
び
続
け
、
社
会
と
関
わ
る

意
義
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
理
念
は
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
本
学

1
2
0
年
の
教
育
の
根
幹

で
す
。
教
育
理
念
を
集
約

し
た
「
信
念
徹
底
」「
自
発

創
生
」「
共
同
奉
仕
」
の
三

綱
領
は
、
い
ま
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
１
年
、

人
間
社
会
学
部
が
目
白
へ

さ
ら
な
る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
、
2
0
2
1

年
4
月
、川
崎
市
に
あ
る
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創

立
の
地
で
あ
る
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス（
東
京
都
文
京

区
）に
統
合
。
4
学
部
15
学
科
と
大
学
院
が
そ
ろ
い

ま
す
。
自
ら
の
意
思
で
文
理

の
境
な
く
学
べ
る
大
学
へ
。

2
0
1
9
年
4
月
に
、
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
備
え

た
知
の
拠
点
、
新
し
い
図
書

館（
上
写
真
）と
学
生
滞
在
ス

ペ
ー
ス
が
開
館
。
現
在
、
教

室
・
研
究
室
棟（
下
写
真
）と

新
学
生
棟（
建
物
名
は
い
ず

れ
も
仮
称
）が
建
設
中
で
す
。

建学の精神未来へ
HistoryFuture
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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
た
パ
ソ
コ
ン
で

進
め
ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義

パ
ソ
コ
ン
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
満
席
の
演
習

室
で
、
70
名
以
上
の
学
生
が
モ
ニ
タ
ー
を
見

つ
め
て
い
る
。
今
話
題
の
人
工
知
能
を
つ
く

る
主
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
・Python

（
パ
イ
ソ
ン
）の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、
人
気
の
講
義
だ
。

「
こ
こ
数
年
、日
本
中
でPython

を
学
ぼ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
は
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、

Python

は
人
工
知
能
や
機
械
学
習
に
適
し
て

い
ま
す
。
Ｃ
言
語
な
ど
ほ
か
の
言
語
と
比
較

し
て
書
き
方
を
覚
え
や
す
い
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
す
」
と
倉
光
先
生
。

講
義
が
始
ま
っ
た
。
初
め
に
今
日
学
ぶ
こ

と
の
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
る
。

「
ま
ず
〝
繰
り
返
し
Ｎ
回
実
行
す
る
〞
と
い

う
、
ル
ー
プ
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
学
習
し
ま

す
。
こ
れ
を
苦
手
と
し
て
い
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
基
本
は
Ｎ
が
決
ま
っ
て
い
る
と

き
と
、
決
ま
っ
て
い
な
い
と
き
の
２
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
だ
け
で
す
。
こ
の
二
つ
を
覚
え
れ

ば
た
い
て
い
の
問
題
は
解
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」

学
生
た
ち
の
前
に
は
モ
ニ
タ
ー
が
２
台
並

ん
で
い
る
。
１
台
に
は
倉
光
先
生
の
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
が
表
示
さ
れ
、
お
手
本
と
な
る
ソ

ー
ス
コ
ー
ド
が
映
し
出
さ
れ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
演
習
と
い
う
こ
と
で
、

黙
々
と
し
た
講
義
風
景
を
想
像
し
て
い
た
が
、

学
生
た
ち
の
表
情
は
一
様
に
明
る
く
、
と
て

も
楽
し
げ
に
見
え
る
。

演
習
中
、
倉
光
先
生
と
二
人
の
助
手
が
学

生
た
ち
を
見
て
回
る
。

「
先
生
、ラ
ン
タ
イ
ム
エ
ラ
ー
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
！ 

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
作
せ
ず
、
助
け
を
求
め

る
学
生
に
対
し
て
、
倉
光
先
生
が
、
個
別
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
。

自
宅
で
予
習
、講
義
で
質
問
す
る

「
反
転
学
習
」ス
タ
イ
ル

こ
の
講
義
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ

と
い
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
演
習
問
題
と

そ
れ
を
採
点
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ツ
ー
ル

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
自
宅
で
予
習
し
た
こ
と
を
元
に
教
室

で
で
き
る
だ
け
質
問
し
て
疑
問
を
解
消
す
る

『
反
転
学
習
』の
ス
タ
イ
ル
を
実
現
さ
せ
て
い

る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
講
義
で
は
ネ
ッ
ト
上
の
ツ

ー
ル
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
の
が
印
象
的
。

学
生
た
ち
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ

ャ
ッ
ジ
の
Ａ
Ｏ
Ｊ
、
開
発
環
境
と
し
て
の

Google Colabo
、
そ
し
てSlack

の
タ
ブ
が
開

か
れ
て
い
る
。Slack
は
、
倉
光
先
生
と
学
生

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
大
活
躍
し
て
い
た
。

「
質
問
の
あ
る
人
はSlack

で
聞
い
て
く
だ

さ
い
」「
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
をSlack
で
送
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
と

で
検
証
し
て
お
き
ま
す
」

と
い
う
具
合
で
、
先
生
と

の
フ
ラ
ン
ク
な
や
り
と
り

が
実
現
で
き
て
い
る
の
が

素
晴
ら
し
い
。

「
と
に
か
く
ど
ん
ど
ん

書
い
て
覚
え
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
情
報
科
学
に
関
連

し
た
仕
事
に
就
く
の
な
ら
、

Python

を
学
ん
だ
こ
と
は

き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で

す
」
と
倉
光
先
生
は
講
義

を
締
め
く
く
っ
た
。

人
工
知
能
に
使
わ
れ
て
い
る

先
進
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぼ
う
！

日
本
女
子
大
学

1972年愛知県生まれ。2000年東京大
学大学院理学系研究科情報科学専攻途
中退学。2000年東京大学大学院情報
学環助手。博士（理学）。2006年米ジョ
ージア工科大学コンピュータ学部客員
研究員、2007年横浜国立大学大学院
准教授。2018年より日本女子大学教
授、現在に至る。科学教育や創造性を
伸ばす新しいプログラミング言語の開
発を行っている。

Profile

倉く
ら
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み
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先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA

数
値
計
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法
I

この講義で
学ぶこと

数
学
、物
理
学
の
基
礎
を
学
ん
だ
う
え
で
、最
先
端
技
術
に
か
か
わ
る
情
報
科
学
の
力
を
身
に
つ
け
る
。
柔

軟
で
論
理
的
な
思
考
力
や
、「
科
学
者
の
目
」で
自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
て
解
決
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

鑓水 美里さん
理学部 数物科学科４年／千葉県 私立 市川高校卒

清水 麻衣さん
理学部 数物科学科４年
神奈川県 私立 横浜女学院高校卒

人
工
知
能
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
日
進
月
歩
で
、
そ
の
近

未
来
を
見
通
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

強
い
企
業
が
成
長
し
生
き
残
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い

数物科学科のコースのうち「数学」コースに所属
しています。将来は、比較的新しい産業であり、
自分の実力が発揮できるイメージのあるIT業界で
働いてみたいです。

「情報」コースを選択し、倉光ゼミに所属していま
す。卒業後はプログラマーになるのが目標です。
倉光先生の講義は学生との距離感が近く、気軽に
質問できるところがうれしいですね。

将来はIT業界で働きたい 将来はプログラマーになりたい

※講義は2019年に取材したものです。
　2020年度前期は遠隔授業を行っています。

で
し
ょ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
だ
人
材
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
在
に
実
現
で
き

る
よ
う
、
人
工
知
能
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
お
よ
び
計
算
機

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
るPython

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ぶ
。オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
教
材
に
し
た
学
習
に
よ

り
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
確
実
な
習
得
を
図
る
。

─
理
学
部
─
数
物
科
学
科
─

URL https://unv.jwu.ac.jp/unv/
〒112-8681 東京都文京区目白台２-８-１
日本女子大学 広報課
TEL　03-5981-3163（直通）

※ 人間社会学部は、2021
年４月に目白キャンパ
スに移転します。

大学情報

5.20（月）
at 目白キャンパス

13:20~15:00

先端スキルに取り組む理系女性
たちの表情や雰囲気が明るいの
が印象的でした。機能的で清潔
な校舎群やパソコン環境など、
施設や設備の充実ぶりにも驚き
ました。創立120周年となる
2021年に、人間社会学部が目
白キャンパスに統合されるとの
ことです。

日本女子大学は
こんな大学

記者の目

家政学部 文学部 人間社会学部 理学部

資料請求

清水 亜美さん
理学部
数物科学科４年
埼玉県立 朝霞高校卒

ポジティブな気持ちで
学べる環境がある

オンラインツールを駆使した
倉光先生の講義は、マイペー
スで学習することができま
す。熱心な先生たちや充実し
た施設など、この大学にはポ
ジティブな気持ちで学べる環
境が整っています。
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